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会  議  録  

会 議 の 名 称 令和５年度第１回ふるさとづくり事業選定委員会  

開 催 日 時 令和６年１月１２日（金）  

開会：午前１０時００分  閉会：午前１１時１０分  

開 催 場 所 行田市役所３階  ３０５Ａ・Ｂ会議室  

出席者（委員） 

氏 名 

横田英利委員、横山晋一委員、岡田則之委員、栗原三郎委員、  

松本博之委員、朝見康夫委員、小森百合委員、岡登圭太委員、  

小倉健委員、鈴木紀三雄委員  

欠席者（委員） 

氏 名 

なし  

オブザーバー  
都市計画課：寺田定弘課長  

文化財保護課：中島課長  

事 務 局 
企画政策課：川上課長、岡野主幹、進藤主任  

都市計画課：吉田副参事、井上主幹  

会 議 内 容 

・ふるさとづくり事業の見直しについて  

・八幡通り周辺の整備状況について  

・提案事業の審査  

会 議 資 料 

・会議次第  

・委員名簿  

・提案事業の概要（資料１－１）  

・補助金等交付申請書等一式（資料１－２）  

・見積書等別添資料一式（資料１－３）  

・行田市ふるさとづくり事業評価シート（資料１－４）  

・行田市ふるさとづくり事業選定方針（資料２）  

・ふるさとづくり事業の見直しについて（資料３）  

・八幡通り周辺の整備状況について（資料４）  

・行田市ふるさとづくり事業補助金交付要綱  

そ の 他 必 要 

事 項 
 傍聴者３名  
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発  言  者  

司  会  

 

横田副市長  

 

 

委員長  

 

 

事務局  

 

 

 

事務局  

 

 

 

事務局  

 

委員長  

 

 

岡田委員  

 

 

 

事務局  

 

 

小森委員  

会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

１  開会  

 

２  あいさつ  

・横田副市長よりあいさつ  

 

３  議事  

（１）ふるさとづくり事業の見直しについて  

 

〈資料３に基づき説明〉  

 

（２）八幡通り周辺の整備状況について  

 

〈資料４に基づき説明〉  

 

（３）提案事業の審査について  

 

＜提案事業の概要等（資料１）に基づき説明＞  

 

・ただいま事務局から説明があったが、ご質問やご意見があればお

願いする。  

 

・ (有 )ハウジング鈴木建設の見積書には既存のコンクリート塀等の

解体撤去工事が計上されているが、 (有 )門倉工務店の見積書には

計上されていない。これは問題ないのだろうか。  

 

・ (有 )門倉工務店の見積書中の縦格子設置工事費の中に解体工事が

含まれているものと確認している。  

 

・道路側に設置する縦格子の高さが、道路境界Ａ側が 1,400mm で
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事務局  

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

事務局  

 

 

栗原委員  

 

 

事務局  

 

 

委員長  

 

各委員  

 

 

事務局  

 

道路境界Ｂ側が 1,190mm と異なっており、見た目がよくないか

と思うが、これはオーナーの意向なのか。  

 

・建物が店舗兼併用住宅となっており、既存の赤いコンクリート塀

は店舗が見えなくならないように低く設置している。また、住宅

側のフェンスについては、防犯上目隠しのためコンクリート塀よ

り高く設置している状況である。  

・そのため、オーナーの意向で、新規に設置する縦格子についても、

高さが違う形で設置する予定である。  

 

・赤いコンクリート塀は、店舗への自動車の侵入を防ぐ役割とのこ

とであるが、コンクリート塀を撤去して、木目調の縦格子に変更

しても問題ないのか。  

 

・申請者のとみた宝飾店としては、撤去して縦格子に変更しても問

題ないと伺っている。  

 

・オーニングとその前の植栽については、現状のままということで

よいのか。  

 

・とみた宝飾店からは、オーニングと植栽については現状のままで

行うと伺っている。  

 

・これより提案事業１件の評価シートの記入をお願いする。  

 

＜評価シートの記入＞  

休憩  

 

＜評価シートの集計及び集計結果報告＞  
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委員長  

 

 

横山委員  

 

 

 

 

 

 

 

栗原委員  

 

 

 

 

小倉委員  

 

 

 

 

鈴木委員  

 

 

 

 

岡田委員  

 

 

 

・評価シートの集計結果をもとに、委員の皆様に提案事業１件の

所見と総合的な評価をいただきたい。  

 

・提案事業については、ふるさとづくり事業の規定に合致してい

ると思う。  

・こうした整備を一つ一つ積み上げていくことで、八幡通りがよ

り良い修景となればと思う。また、先ほど事務局より、整備対

象区間を２２０ｍから３００ｍに拡大すると伺ったので、より

一層、多くの方がふるさとづくり事業に賛同していただければ

と思う。  

 

・八幡通りへの観光客が増え、さらに本事業を着々と進めており

素晴らしいと思う。  

・今回の見積書については、少し大雑把なものとなっているので、

委員が判断しやすいよう、もう少し細かいものがよいと思う。  

 

・提案事業については、本事業に合致していると考える。  

・八幡通りについても、少しずつ景観に統一感が生まれている。

今後も観光客が来てすごいと思っていただけるような街並みが

整備できればよいと思う。  

 

・提案事業については、近世の街並みというコンセプトを彷彿と

させるような統一的な景観を作っていけるのではないかと感じ

る。こうした景観整備を積み重ねることで、統一的な街並みが

形成されていくと思う。  

 

・赤いコンクリート塀が目立ってしまうので、これが茶系の縦格

子になることは、八幡通りの景観形成によいと感じる。  

・今回の提案に直接関係はないが、Ｃ事業の補助内容として、店

舗のトイレ改修工事が含まれるようになった。八幡通り周辺は
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松本委員  

 

 

 

朝見委員  

 

 

小森委員  

 

 

 

委員長  

 

 

 

 

 

 

各委員  

 

委員長  

 

 

 

 

 

 

観光客の方が利用するトイレが不足していると聞いているの

で、その辺りも支援できればと思う。  

 

・岡田委員の話にもあったとおり、赤いコンクリート塀が目立っ

ており、八幡通り全体の色合いあるいは景観に即したものに改

修されることはよいと思う。  

 

・今回の改修工事については、八幡通り周辺の街並み景観が向上

する非常に良いものであると判断した。  

 

・補助対象範囲が拡大したことで、八幡通り周辺がより一体感の

ある街並み景観になると認識している。そのため、今回の提案

事業についても、よい取組であると思う。  

 

・先ほど栗原委員から指摘のあった見積書の件については、事務

局の方で検討していただき、次回以降、反映していただければ

と思う。  

・それでは。提案事業１件について、本委員会の見解として、事

務局の案のとおり事業認定してもよいということで異議はない

か。  

 

<異議なし > 

 

・委員の皆様の意見を踏まえ、本提案事業１件については、「歴

史的まち並み景観整備事業」として認定することを決定する。  

・なお、本日、ご審議いただいた提案事業の審査結果については、

補助金交付要綱第１３条第１項の規定により、後ほど市長に報

告した上で、最終的な事業認定の可否を決定させていただく。  

・その他、委員の皆様から質問や連絡事項はあるか。  
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朝見委員  

 

事務局  

 

 

 

 

 

委員長  

 

事務局  

 

委員長  

 

 

 

 

 

事務局  

・ふるさとづくり事業の今後の見通しについて説明をお願いする。 

 

・令和４年度に、より制度を活用しやすいよう内容を改正したこ

とから、まだ、周知不足であると認識している。特にＡ事業（蔵

の改修）については、近年申請がないため、より皆様に活用し

ていただけるようＰＲしていき、景観形成が保てるよう努力し

ていきたい。  

 

・これは基金での活用という点は変わりないか。  

 

・その点に変更はない。  

 

・本事業はふるさとづくり基金を活用して事業を展開している。

今後もより良いまちづくりのために活用していきたいと考えて

いるので、よろしくお願いする。  

・それでは、これにて議事を終了する。これをもって、議長の職

を解かせていただき、事務局に進行をお返しする。  

 

・以上をもって、「令和５年度第１回行田市ふるさとづくり事業

選定委員会」を閉会する。  

 

＜閉  会＞  

 


